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A Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布の理解







はじめに


このドキュメントでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール・プログラムを使用してWebLogicドメインをインストールし、構成する方法について説明します。




	対象読者

	ドキュメントのアクセシビリティについて

	関連ドキュメント

	表記規則







対象読者


このドキュメントは、Oracle Application Development Framework (ADF)にOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールするシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。読者はWebテクノロジを熟知しており、WindowsとUNIXのプラットフォームについて一般的に理解している必要があります。







ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


Oracle Fusion Middleware製品の重要情報は、次を参照してください。

	
Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング

Oracle Fusion Middleware製品をインストールする前に読んでおく必要がある情報が含まれています。


	
Oracle Fusion Middlewareの理解

Oracle Fusion Middleware環境での共通の用語や概念を説明します。


	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』

インストールおよび構成が完了した後に、Oracle Fusion Middleware環境を管理するための情報が含まれています。










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールのプランニング


この項は、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールの準備について説明します。

製品インストールやドメイン構成の途中または後で問題が発生しないよう、この項の内容を十分に確認してください。

この項には次のトピックが含まれます:




	このドキュメントの使用

このガイドで使用する特定のシナリオおよびその他の情報源を示します。
	Infrastructureの標準インストール・トポロジについて

Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジには、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台の標準的なWebLogic Serverドメインがあります。
	標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ

このロードマップに従って、標準的なOracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール・トポロジをインストールおよび構成します。
	システム環境の確認ロードマップ

このトピックでは、インストールおよび構成ステップを開始する前に、読んで理解する必要がある重要な情報を説明します。
	Infrastructureディストリビューションの入手

製品のディストリビューションを入手しインストーラを実行する前に、動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認してください。
	Oracle User Messaging Serviceのインストールについて

Oracle User Messaging Service (UMS)は、ユーザーとデプロイ済アプリケーション間の双方向通信を可能にします。UMSは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションの一部で、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの一部としてインストールされます。






1.1 このドキュメントの使用


このガイドで使用する特定のシナリオおよびその他の情報源を示します。

この項では、次の項目について説明します。




	開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法

ここでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの作成について説明します。このトポロジは高可用性でセキュアに拡張できるので、本番システムに適してします。
	このドキュメントを使用した既存のドメインの拡張

このガイドでは新規にドメインを作成する手順について説明していますが、同じ手順を使用して既存のドメインを拡張できます。
	アップグレード・シナリオでのこのドキュメントの使用

Oracle Fusion Middleware Infrastructureをアップグレード手順の一部としてインストールする場合は、このガイドの手順に従ってソフトウェアをインストールしてください。ただし、構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成は実行しないでください。
	開発環境のインストールについて

このガイドでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布を使用して、本番環境の出発点として、標準インストール・トポロジをインストールおよび構成する方法を説明します。






1.1.1 開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法


ここでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの作成について説明します。このトポロジは高可用性でセキュアに拡張できるので、本番システムに適してします。


標準インストール・トポロジはこの製品のトポロジの例であり、Oracleでこのトポロジのみがサポートされるのではありません。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの標準インストール・トポロジの理解を参照してください。









1.1.2 このドキュメントを使用した既存のドメインの拡張


このガイドでは新規にドメインを作成する手順について説明していますが、同じ手順を使用して既存のドメインを拡張できます。


これを行うには、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の同じドメインへの複数製品のインストールに関する項を参照してください。

新規ドメインを作成する場合でも、手順に示された内容と要件があわないときは、適切な内容を選択していることを確認し、その他の詳細を説明したドキュメントを参照してください。









1.1.3 アップグレード・シナリオにおけるこのドキュメントの使用方法


アップグレードの過程でOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする場合は、このガイドの手順に従ってソフトウェアをインストールしますが、「構成ウィザード」を実行してWebLogicドメインの作成を行わないでください。


ソフトウェアのインストール後の手順は、『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』を参照してください。









1.1.4 開発環境のインストールについて


このガイドでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布を使用して、本番環境の出発点として、標準インストール・トポロジをインストールおよび構成する方法を説明します。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureの開発環境をインストールするには、Oracle JDeveloperのダウンロードおよびインストールをお薦めします(これは統合開発環境(IDE)であり、JavaおよびOracle Application Development (Oracle ADF)アプリケーションを開発するための設計時ソフトウェアによって事前構成されています)。

Oracle JDeveloperを使用すれば、統合されたOracle WebLogic Serverを使用して、JDeveloper内からアプリケーションをテストできます。

または、このガイドに従って、Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインを構成し、JavaおよびOracle ADFアプリケーションのランタイム環境として使用できます。この場合は、JDeveloperからインフラストラクチャ・ドメインに、直接アプリケーションをデプロイできます。『Oracle JDeveloperのインストール』を参照してください。









1.2 Infrastructureの標準インストール・トポロジについて


Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジには、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台の標準的なWebLogic Serverドメインがあります。


図1-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジ

[image: 図1-1の説明が続きます]



このトポロジには、次のものも含まれます。

	
Oracle ADFアプリケーションのデプロイと管理に必要なライブラリとその他のソフトウェアが、管理対象サーバーにインストールされ、使用可能です。


	
このドメインは、1つのホストに構成されます。このドメインは、必要なFusion Middlewareスキーマがインストールされたサポートされているデータベースを必要とします。動作保証されたOracle Databaseおよび標準インストール・トポロジについてを参照してください。




標準インストール・トポロジに関するトピックを、次で継続して説明します。




	動作保証されたOracleデータベースおよび標準インストール・トポロジについて

12c (12.2.1)では、動作保証されたOracle DatabaseをOracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジで使用する必要があります。
	Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの要素

次の表で、標準インストール・トポロジの要素について説明します。
	標準インストール・トポロジのインストール後のオプション

この標準インストール・トポロジを他のドキュメントの起点として使用します。






1.2.1 動作保証されたOracle Databaseおよび標準インストール・トポロジについて


12c (12.2.1)では、動作保証されたOracle DatabaseのみをOracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジで使用する必要があります。

このデータベース(Infrastructureの標準インストール・トポロジについてを参照)は、インフラストラクチャ・データベースであり、Fusion Middleware製品からアクセスされます。インフラストラクチャ・データベースを、使用する環境にデプロイされたアプリケーションが使用する内部アプリケーション・データベースと混同しないようにしてください。例については、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントにある「Additional DB」タブを参照してください。







1.2.2 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの要素


次の表で、標準インストール・トポロジの要素について説明します。


表は、トポロジの図(Infrastructureの標準インストール・トポロジの理解)の要素を説明しています。このトポロジの作成手順を説明するロードマップについては、標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップを参照してください。







表1-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの要素

	要素	説明と追加ドキュメントへのリンク
	
APPHOST

	
Oracleドキュメントで使用される標準用語で、アプリケーション層をホストするマシンを示します。


	
DBHOST

	
Oracleドキュメントで使用される標準用語で、データベースをホストするマシンを示します。


	
WebLogicドメイン

	
論理的に関連したJavaコンポーネントのグループです。ここでは、管理サーバー、管理対象サーバーおよびその他の関連ソフトウェア・コンポーネントが含まれます。

Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle WebLogic Serverドメインに関する項を参照してください。


	
管理サーバー

	
ドメインの中央制御エンティティで、ドメインの構成オブジェクトを保持し、構成の変更を管理対象サーバーに配布します。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理サーバーに関する項を参照してください。


	
Enterprise Manager

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、ドメインの管理に使用できる主要ツールです。

Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlに関する項を参照してください。


	
クラスタ

	
同時に稼働し連携する、複数のWebLogic Serverインスタンスの集合。

Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	
マシン

	
1つまたは複数のWebLogic Serverインスタンス(サーバー)をホストするコンピュータを論理的に表現するもの。また、マシンは管理対象サーバーとノード・マネージャ間を論理的に結び付け、ノード・マネージャを使用して管理対象サーバーを起動または停止するには、管理対象サーバーがマシンと関連付けられている必要があります。


	
管理対象サーバー

	
アプリケーション、アプリケーション・コンポーネント、Webサービスおよびそれらのリソースをホストします。

Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	
インフラストラクチャ

	
次のものを含むサービスの集合です。

	
メタデータ・リポジトリ(MDS)

Oracle Application Developer Frameworkなどの、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのメタデータが含まれます。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のメタデータ・リポジトリに関する項を参照してください。


	
Oracle Application Developer Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Web Services Manager(OWSM)
















1.2.3 標準インストール・トポロジのインストール後のオプション


この標準インストール・トポロジは、他のドキュメントでの起点として使用されます。


	
『Oracle HTTP Serverのインストールと構成』では、このドメインが拡張されてOracle HTTP Serverを含みます。


	
『高可用性ガイド』では、標準インストール・トポロジを高可用性に構成するための起点として、Oracle HTTP ServerおよびInfrastructureが使用されます。


	
高可用性に関するドキュメントのロードマップと関連トポロジの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の本番環境のプランニングに関する項を参照してください。














1.3 標準インストール・トポロジをインストールして構成する際のロードマップ


このロードマップに従って、標準的なOracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール・トポロジをインストールおよび構成します。

このドキュメントでは、製品のインストールと構成に必要なすべての手順について説明します。このトポロジの変更バージョンを作成する場合に使用できる補足情報への参照も、このガイドの手順内に記載されています。

次の表に、このトポロジをインストールして構成するために必要な手順を示します。




表1-2 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール・ロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境を確認します

	
インストールを開始する前に、最小限のシステム要件およびネットワーク要件を満たしていることを確認します。

	
「システム環境の確認のロードマップ」を参照してください。


	
適切なディストリビューションを入手します

	
このガイドで説明するトポロジを作成するため、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布を入手します。

	
「Infrastructureディストリビューションの入手」を参照してください。


	
インストール・ディレクトリを決めます

	
作成する必要のあるインストール・ディレクトリが、インストーラで作成またはアクセスできることを確認します。また、最小限の要件を満たすシステムにディレクトリが存在しているかどうか検証します。

	
Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。


	
ソフトウェアのインストール

	
インストール・プログラムを実行してソフトウェアをインストールします。これによりソフトウェアがシステムに転送され、Oracleホーム・ディレクトリが作成されます。

	
「Infrastructureソフトウェアのインストール」を参照してください。


	
WebLogicドメインの作成

	
構成ウィザードを使用してWebLogicドメインの作成および構成を行います。

	
「Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインの構成」を参照してください。


	
高可用性のためのドメインの管理と準備

	
ドメインを管理するための追加のツールおよびリソースを確認し、可用性が高くなるようにドメインを構成します。

	
「インフラストラクチャ・ドメイン構成後の次の手順」を参照してください。













1.4 システム環境の確認のロードマップ


このトピックは、インストールと構成のプロセスを開始する前に参照して理解する必要がある重要な情報を示します。

ここでは、重要なタスク、および使用する環境でOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールおよび構成するための準備が整っていることを確認するため判断項目を示します。




表1-3 システム環境の検証ロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証とシステム要件の確認。

	
ご使用のオペレーティング・システムが、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールおよび構成に関して動作保証され、適切に構成されていることを確認します。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証とシステム要件の確認に関する項を参照してください。


	
適切なインストール・ユーザーの特定。

	
インストール・ユーザーが、ソフトウェアをインストールおよび構成するための適切な権限を持っていることを確認します。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストール・ユーザーの選択に関する項を参照してください。


	
システムでインストールおよび構成のディレクトリを選択します。

	
推奨ディレクトリ構造に従って、インストールおよび構成に必要なディレクトリが作成できることを確認します。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリの選択に関する項を参照してください。


	
動作保証されたJDKのインストール。

	
インストール・プログラムは、使用するシステムで動作保証されたJDKを必要とします。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のJDKのインストールに関する項を参照してください。


	
Oracleデータベースのインストールと構成。

	
WebLogicドメインを構成するには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureに必要なスキーマが正しく構成された、動作保証されているデータベースへのアクセス権が必要です。

12c (12.2.1)では、動作保証されたOracleデータベースが必要です。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証されたデータベースのインストールおよび構成に関する項を参照してください。













1.5 Infrastructureディストリビューションの入手


製品の配布を入手しインストーラを実行する前に、動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認してください。

詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のJDKのインストールに関する項を参照してください。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureを入手するには、次の手順を実行します。

	
http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/adf/downloads/index.htmlにアクセスします。Oracle ADFのダウンロード・セクションで、Application Development Runtimeのフィールドから12.2.1.1を選択します。「Download File」をクリックします。


	
ファイルfmw_12.2.1.1.0_infrastructure_generic_Disk1_1of1.zipをダウンロードするかどうかをたずねられたら、このファイルをダウンロードします。


	
.zipファイルのコンテンツをシステムに解凍します。解凍されたファイルfmw_12.2.1.1.0_infrastructure_generic.jarは製品のインストーラを実行して、ソフトウェアをシステムにインストールします。「Infrastructureソフトウェアのインストール」を参照してください




Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手方法は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品ディストリビューションの理解と入手に関する項を参照してください。

Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手先とダウンロードについては、OTNでOracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のReadmeファイルを参照してください。







1.6 Oracle User Messaging Service (UMS)のインストールについて


Oracle User Messaging Service(UMS)は、ユーザーとアプリケーションの間での双方向通信を可能にします。UMSは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションの一部で、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの一部としてインストールされます。

UMSランタイム・コンポーネントは、構成ウィザード・テンプレートおよびOracle Fusion Middlewareスキーマで構成され、Oracle Fusion Middlewareスキーマは、リポジトリ作成ユーティリティを使用して、サポートされているデータベースにインストールされます。Oracle User Messaging Serviceの管理のユーザー・メッセージング・サービスの概要

Oracle JDeveloper 12cをインストールおよび使用することで、UMS機能を利用してアプリケーションを開発できます。『Oracle JDeveloperのインストール』を参照してください。










2 Infrastructureソフトウェアのインストール


この項では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureソフトウェアのインストール方法について説明します。

この項では、次の項目について説明します。




	インストール・プログラムの起動

システムのJDKディレクトリからインストール・プログラムを起動します。
	インストール画面のナビゲート

インストール・プログラムでは、一連の画面が表示されます。
	インストールの確認

インストールの完了後、次のタスクを実行してインストールを検証します。






2.1 インストール・プログラムの起動


システムのJDKディレクトリからインストール・プログラムを起動します。


インストール・プログラムを開始するには、次の手順を実行します。




	ターゲットのシステムにログインします。
	インストーラでは動作保証されたJDKを必要とするため、動作保証されたJDKがシステムにあることを確認します。Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページで、12c (12.2.1)に適した動作保証のドキュメントを参照してください。
	インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。
	次の例に示すように、システム上のJDKディレクトリからjava実行可能ファイルを呼び出すことにより、インストール・プログラムを起動します。これらの例のJDKの場所は、システム上の実際のJDKの場所に置き換えてください。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


/home/Oracle/jdk/jdk1.8.0_77/bin/java -jar fmw_12.2.1.1.0_infrastructure_generic.jar


Windowsオペレーティング・システムの場合:


C:\Program Files\Java\jdk1.8.0_77\bin\java -jar fmw_12.2.1.1.0_infrastructure_generic.jar







インストール・プログラムが開いたら、インストールを開始できます。「インストール画面のナビゲート」で、各画面について説明します。









2.2 インストール画面のナビゲート


インストール・プログラムでは、一連の画面が表示されます。


次の表では、表示される順序でインストール・プログラム画面を説明します。

画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面の名前をクリックしてください。




表2-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
UNIXオペレーティング・システムでは、このホストにOracle製品を初めてインストールする場合に、この画面が表示されます。

中央インベントリを作成する場所を指定します。選択されたオペレーティング・システム・グループ名に対して、中央インベントリの場所への書込み権限が付与されていることを確認してください。

『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracleセントラル・インベントリに関する項を参照してください。

Windowsオペレーティング・システムでは、この画面は表示されません。


	
自動更新

	
「自動更新」を有効にすると、インストーラが新しいソフトウェアの有無を確認します。

システムでソフトウェア更新を確認しない場合、デフォルト設定の「自動更新をスキップ」のままにします。

ディレクトリからパッチを選択ローカルで使用可能なソフトウェア更新がある場合は、このオプションを使用して場所を指定できます。

My Oracle Supportで更新を検索My Oracle Supportのアカウントがある場合は、アカウント名とパスワードを指定して、My Oracle Supportから利用可能なソフトウェア更新をインストーラで自動的にダウンロードすることができます。インストーラがMy Oracle Supportにアクセスするようにプロキシ・サーバーを構成する必要がある場合は、「プロキシ設定」をクリックします。


	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。

ディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリの選択に関する項を参照してください。


	
インストール・タイプ

	
インストールするインストール・タイプ、製品および機能のセットの選択で使用します。

このトポロジの場合は、「Fusion Middleware Infrastructure」を選択します。

注意: このドキュメントのトポロジは、サーバーのサンプルを含みません。製品環境にはサンプルをインストールしないように強くお薦めします。


	
前提条件のチェック

	
システムが最小限の要件を満たしているかどうかが検証されます。

警告またはエラー・メッセージが表示されたら、「システム環境の確認のロードマップ」のいずれかのドキュメントを参照してください。


	
セキュリティ・アップデートの指定

	
Oracle Supportアカウントを所有している場合、この画面を使用して、セキュリティ更新を受け取る方法を指定します。

アカウントを所有していない場合、この手順をスキップするには、チェック・ボックスの選択を解除し、フォローアップのダイアログ・ボックスで選択を確認します。


	
インストール・サマリー

	
この画面では、選択したインストール・オプションを検証します。オプション: レスポンス・ファイルに保存するには、「保存」をクリックし、場所およびファイル名を入力します。レスポンス・ファイルを使用して、後でサイレント・インストールを実行できます。

サイレント・インストールに構成は含まれていません(サイレント構成機能はありません)。サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法に関する項を参照してください。


	
インストールの進行状況

	
インストールの進行状況を表示します。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると表示されます。この画面を確認し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。















2.3 インストールの確認


インストールの完了後、次のタスクを実行してインストールを検証します。




	インストール・ログ・ファイルの確認

インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラに問題が発生していないことを確認します。
	ディレクトリ構造の確認

インストールの内容は、インストール時に選択したオプションによって異なります。
	Oracleホームの内容の表示

viewInventoryスクリプトを使用すると、Oracleホームの内容を表示できます。






2.3.1 インストール・ログ・ファイルの確認


インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラに問題が発生していないことを確認します。


ログ・ファイルとその場所の詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のインストール・ログ・ファイルに関する項を参照してください。









2.3.2 ディレクトリ構造のチェック


インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。


インストール後に表示されるディレクトリ構造の詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。









2.3.3 Oracleホームの内容の表示


Oracleホームの内容を、viewInventoryスクリプトを使用して表示できます。


『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracleホームの内容の表示に関する項を参照してください。














3 Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインの構成


次の順序で手順を実行して、Oracle Fusion Middleware InfrastructureのWebLogic Serverドメインを作成および構成します。

この項では、次の項目について説明します。




	データベース・スキーマの作成

Fusion Middleware Infrastructureドメインを構成する前に、このOracle Fusion Middlewareリリースで使用する動作保証されたデータベースに、次のスキーマをインストールする必要があります。
	WebLogicドメインの構成

この項では、構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成方法を説明します。
	サーバーの起動

構成が完了したら、次の手順を実行して、ドメインを管理するツールにアクセスします。
	構成の確認

ドメインが正しく構成されたことを確認することをお薦めします。






3.1 データベース・スキーマの作成


Fusion Middleware Infrastructureドメインを構成する前に、このOracle Fusion Middlewareリリースで使用する動作保証されたデータベースに、次のスキーマをインストールする必要があります。

	
メタデータ・サービス(MDS)


	
監査サービス(IAU)


	
監査サービスへの追加(IAU_APPEND)


	
監査サービス・ビューア(IAU_VIEWER)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)


	
ユーザー・メッセージング・サービス(UMS)


	
WebLogicサービス(WLS)


	
サービス表(STB)




データベース・スキーマを作成するには、この項で説明する手順を実行します。




	動作保証済データベースのインストールおよび構成

動作保証されたデータベースがインストールおよび構成され、稼働中であることを確認します。
	リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の起動

/oracle_common/binディレクトリからRCUを起動します。
	スキーマ作成のためのRCU画面のナビゲート

Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインにスキーマを作成するには、この一連の手順に従います。






3.1.1 動作保証されたデータベースのインストールと構成


動作保証されたデータベースをインストールして構成し、稼働中であることを確認します。


詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「データベースおよびデータベース・スキーマのインストール」を参照してください。









3.1.2 リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の起動


/oracle_common/binディレクトリからRCUを起動します。


リポジトリ作成ユーティリティを起動する手順は次のとおりです。




	ORACLE_HOME/oracle_common/binディレクトリに移動します。
	RCUを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./rcu


Microsoft Windowsオペレーティング・システムの場合:


rcu.bat












3.1.3 スキーマ作成のためのRCU画面のナビゲート

Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインにスキーマを作成するには、この一連の手順に従います。


	RCUの概要

	スキーマ作成メソッドの選択

データベースでDBAアクションを実行する権限を持っている場合は、「リポジトリの作成」画面で「システム・ロードおよび製品ロード」を選択します。
	データベース資格証明の指定

「データベース接続の詳細」画面に、データベースに接続するためのRCUに関するデータベース接続の詳細を入力します。
	カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択

「コンポーネントの選択」画面で、スキーマに使用するカスタム接頭辞を指定した後、「AS共通スキーマ」を選択します。
	スキーマ・パスワードの指定

データベースでのスキーマ・パスワードの設定方法を指定した後、パスワードを指定して確認します。
	スキーマの作成の完了

残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。「完了サマリー」画面に到達したら、「閉じる」をクリックしてRCUを終了します。






3.1.3.1 RCUの概要



Repository Creation Utilityの「ようこそ」画面で、「次へ」をクリックします。









3.1.3.2 スキーマ作成メソッドの選択


データベースでDBAアクションを実行する権限を持っている場合は、「リポジトリの作成」画面で「システム・ロードおよび製品ロード」を選択します。


(このドキュメントの手順では、必要な権限があることを想定しています。)

DBAアクションを実行するために必要な権限を持っていない場合は、「システム・ロードに対するスクリプトの準備」を選択します。このオプションによってSQLスクリプトが生成され、それをデータベース管理者が使用します。リポジトリ作成ユーティリティを使用したスキーマの作成のシステム・ロードおよび製品ロードの理解に関する項を参照してください。


ヒント:

この画面の選択内容の詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』でリポジトリの作成に関する項を参照してください。











3.1.3.3 データベース資格証明の指定


「データベース接続の詳細」画面に、データベースに接続するためのRCUに関するデータベース接続の詳細を入力します。


ダイアログ・ウィンドウの「次へ」をクリックし、次に「OK」をクリックして、データベースの接続が成功したことを確認します。

この画面の選択内容の詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』でデータベース接続の詳細に関する説明を参照してください。









3.1.3.4 カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択


「コンポーネントの選択」画面で、スキーマに使用するカスタム接頭辞を指定した後、「AS共通スキーマ」を選択します。


このセクションのすべてのスキーマが自動的に選択されます。カスタム接頭辞は、これらのスキーマをこのドメインで論理的にまとめてグループ化します。


ヒント:

カスタム接頭辞の詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のカスタム接頭辞の理解に関する項を参照してください。

マルチドメイン環境のスキーマを構成する方法の詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』でスキーマの作成計画に関する項を参照してください。



入力したカスタム接頭辞を書き留めてください。この接頭辞はドメインの作成時に必要になります。

ダイアログ・ウィンドウの「次へ」をクリックし、次に「OK」をクリックして、スキーマ作成の前提条件チェックが成功したことを確認します。









3.1.3.5 スキーマ・パスワードの指定


スキーマのパスワードをデータベースに設定する方法を指定してから、パスワードの指定と確認を行います。


この画面で設定するパスワードを書き留めてください。これはドメインの作成時に必要になります。









3.1.3.6 スキーマ作成の完了


残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。「完了サマリー」画面に到達したら、「閉じる」をクリックしてRCUを終了します。


RCUおよびその機能と概念については、リポジトリ作成ユーティリティを使用したスキーマの作成を参照してください













3.2 WebLogicドメインの構成


この項では、構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成方法を説明します。

ドメイン作成のその他の方法の詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のWebLogicドメインの作成、拡張および管理のためのその他のツールに関する項を参照してください。

WebLogicドメインを構成するには、次の手順を実行します。




	構成ウィザードの起動

ドメインの構成を開始するには、ORACLE_HOME/oracle_common/common/binディレクトリに移動し、WebLogic Server構成ウィザードを起動します。
	ドメインを構成するための構成ウィザード画面のナビゲート

ドメインの作成および構成に加え、この手順を使用して既存ドメインを拡張できます。設定が手順の内容と異なる場合、必要に応じて選択を変更するか、サポートされているドキュメントで詳細を確認します。
	サーバー・グルについて

サーバー・グループは、定義されたアプリケーション・サービス・グループをそれぞれに定義されたサーバー・グループにマッピングすることで、Fusion Middlewareアプリケーションおよびサービスを1つ以上のサーバーにターゲット設定します。






3.2.1 構成ウィザードの起動


ドメインの構成を開始するには、ORACLE_HOME/oracle_common/common/binディレクトリに移動し、WebLogic Server構成ウィザードを起動します。


UNIXオペレーティング・システムの場合:


./config.sh


Microsoft Windowsオペレーティング・システムの場合:


config.cmd


Windowsオペレーティング・システムでは、「スタート」から、「すべてのプログラム」→「Oracle」→「OracleHome」の順で選択して、構成ウィザードを起動することもできます。「WebLogic Server 12c (12.2.バージョン)」→「ツール」→「構成ウィザード」を選択します。









3.2.2 ドメインを構成するための構成ウィザード画面のナビゲート


ドメインの作成および構成に加え、この手順を使用して既存ドメインを拡張することができます。設定が手順の内容と異なる場合、必要に応じて選択を変更するか、サポートされているドキュメントで詳細を確認します。

複数の製品を単一のドメインで構成するには、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』で同じドメインにおける複数製品のインストールに関する項を参照してください。




	ドメイン・タイプおよびドメイン・ホームの場所の選択

ドメイン・ホーム・ディレクトリの場所(Oracleホーム・ディレクトリの外部が最適)を選択する必要があります。
	構成テンプレートの選択

ドメイン・テンプレートでは、管理サーバー、クラスタ、サーバー、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプションおよびその他のオプションなど、WebLogicドメイン内のリソース一式が定義されます。
	アプリケーション・ホームの場所の選択

「アプリケーションの場所」画面で、ドメインに関連付けられたアプリケーションを格納する場所を選択します。この場所は、アプリケーション・ホームディレクトリと呼ばれます。
	管理者アカウントの構成

「管理者アカウント」画面を使用して、ドメインのデフォルトWebLogic管理者アカウント用のユーザー名とパスワードを指定します。
	ドメイン・モードおよびJDKの指定

「ドメイン・モードおよびJDK」画面を使用して、ドメイン・モードおよびJava Development Kit (JDK)を指定します。
	データベース構成タイプの指定

「データベース構成タイプ」画面を使用して、データベースとデータベース・スキーマの詳細を指定します。
	JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定

「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面を使用して、データベース・スキーマの詳細を確認または指定します。
	JDBC接続のテスト

「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用して、構成したデータソース接続をテストします。
	拡張構成の選択

「拡張構成」画面を使用して、ドメイン構成を完了します。
	管理サーバーのリスニング・アドレスの構成

「管理サーバー」画面を使用して、ホストのIPアドレスを選択します。
	ノード・マネージャの構成

「ノード・マネージャ」画面を使用して、構成するノード・マネージャ・タイプおよびノード・マネージャ資格証明を選択します。
	管理対象サーバーの構成

この画面で管理対象サーバーを作成します。
	クラスタの構成

	クラスタへの管理対象サーバーの関連付け

	Coherenceクラスタの構成

	新しいマシンの作成

「マシン」画面を使用して、ドメイン内に新しいマシンを作成します。次の画面で、このマシンにサーバーを割り当てます。
	サーバーのマシンへの割当て

この画面で、先ほど作成したマシンにドメイン・サーバーを割り当てます。
	仮想ターゲット

WebLogic Server Multitenant (MT)環境がある場合は、「仮想ターゲット」画面を使用して、仮想ターゲットを追加または削除します。このインストール(WebLogic Server MT環境ではない)では、値を入力せずに、単に「次」を選択します。
	パーティション

「パーティション」画面を使用して、WebLogic Server Multitenant (MT)環境の仮想ターゲットのパーティションを構成します。オプションを選択せずに、「次」を選択します。
	構成の確認とドメインの構成

「構成サマリー」画面に、作成しているドメインの詳細な構成情報が表示されます。アイテムを確認し、正しいかどうか確認します。
	ドメイン名および管理サーバーURLの記録

「構成に成功しました」画面には、構成したばかりのドメインに関する情報が表示されます。






3.2.2.1 ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択


ドメイン・ホーム・ディレクトリの場所(Oracleホーム・ディレクトリの外部が最適)を選択する必要があります。


ドメイン・タイプおよびドメインのホーム・ディレクトリを指定するには、次のようにします。




	「構成タイプ」画面で、「新規ドメインの作成」を選択します。
	「ドメインの場所」フィールドで、使用するドメイン・ホーム・ディレクトリを指定します。



『Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリとはに関する項のディレクトリ構造に従って、ドメイン・ホームを配置することをお薦めします。ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部にあります。このディレクトリ構造は、ソフトウェアをアップグレードまたは再インストールする場合に問題を回避するのに役立ちます。


ヒント:

ドメイン・ホーム・ディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のドメイン・ホームの選択に関する項を参照してください。

ソフトウェアの再インストールの詳細は、「ソフトウェアの再インストールについて」を参照してください。

この画面に示されるその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の構成タイプに関する項を参照してください。











3.2.2.2 構成テンプレートの選択


ドメイン・テンプレートでは、管理サーバー、クラスタ、サーバー、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプションおよびその他のオプションなど、WebLogicドメイン内のリソース一式が定義されます。


「テンプレート」画面では、「製品テンプレートを使用してドメインを作成」が選択されていることを確認し、次のテンプレートを選択します。





	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.1.0 [em]]

このテンプレートを選択すると、次の依存性が自動的に選択されます。

	
Oracle JRF - 12.2.1.1.0 [oracle_common]


	
WebLogic Coherenceクラスタの拡張 - 12.2.1.1.0 [wlserver]





	
Oracle WSM Policy Manager - 12.2.1.1.0 [oracle_common]





ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のテンプレートに関する項を参照してください。











3.2.2.3 アプリケーション・ホームの場所の選択


「アプリケーションの場所」画面で、ドメインに関連付けられたアプリケーションを格納する場所を選択します。この場所は、アプリケーション・ホームディレクトリと呼ばれます。


『Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリとはに関する項のディレクトリ構造に従って、アプリケーション・ホームを配置することをお薦めします。Oracleホーム・ディレクトリの外部にアプリケーション・ホームを作成することをお薦めします。このディレクトリ構造は、ソフトウェアをアップグレードまたは再インストールする場合に問題を回避するのに役立ちます。


ヒント:

アプリケーション・ホーム・ディレクトリの詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングのアプリケーション・ホームの選択に関する項を参照してください。

ソフトウェアの再インストールの詳細は、「ソフトウェアの再インストールについて」を参照してください。

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のアプリケーションの場所に関する項を参照してください。











3.2.2.4 管理者アカウントの構成


「管理者アカウント」画面では、ドメインに対するデフォルトのWebLogic管理者アカウントのユーザー名とパスワードを指定します。


設定したユーザー名およびパスワードを書き留めておくことをお薦めします(これらの資格証明は、後でドメインの管理サーバーを起動して接続する際に必要になります)。









3.2.2.5 ドメイン・モードとJDKの指定


「ドメイン・モードおよびJDK」画面を使用して、ドメイン・モードおよびJava Development Kit (JDK)を指定します。


	
「ドメイン・モード」フィールドで、「本番」を選択します。


	
「JDK」フィールドで「Oracle Hotspot JDK」を選択します。




「本番モード」を選択して、環境に高いセキュリティを付与します。これを実行する場合、アプリケーションのデプロイおよび管理サーバーの起動にはユーザー名とパスワードが必要です。


ヒント:

開発モードと本番モードの違いなど、この画面のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のドメイン・モードとJDKに関する項を参照してください。

本番モードでは、起動アイデンティティ・ファイルを作成して、管理サーバーの起動時に必要な資格証明の入力を省略できます。『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の管理サーバーの起動IDファイルの作成に関する項を参照してください。











3.2.2.6 データベース構成タイプの指定


「データベース構成タイプ」画面を使用して、データベースとデータベース・スキーマの詳細を指定します。


「RCUデータ」を選択して、この画面に示されるフィールドをアクティブ化します。「RCUデータ」オプションは、構成ウィザードにデータベースとサービス表(STB)スキーマに接続して、ドメインの構成に必要なスキーマに関するスキーマ情報を自動的に取得するように指示します。


注意:

この画面で「手動構成」を選択した場合、「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面で、スキーマのパラメータを手動で入力する必要があります。






	フィールド	説明
	
DBMS/サービス

	
データベースのDBMS名(サービス・タイプ・ドライバを選択している場合はサービス名)を入力します。


	
ホスト名

	
データベースをホストするサーバーの名前を入力します。


	
ポート

	
データベースがリスニングするポート番号を入力します。


	
スキーマ所有者

スキーマ・パスワード

	
データベースのサービス表スキーマに接続するためのユーザー名とパスワードを入力します。これはRCUの「スキーマ・パスワード」画面でサービス表コンポーネントに入力したスキーマ(「データベース・スキーマの作成」を参照)のユーザー名およびパスワードです。

デフォルトのユーザー名はprefix_STBであり、この場合prefixはRCUで定義したカスタム接頭辞です。








[image: GUID-1456D86D-4A67-4C08-9C58-AEB6C44066D5-default.gifの説明が続きます]



データベース接続情報の指定を完了したら、「RCU構成の取得」をクリックします。「接続結果ログ」の次の出力は、構成が成功したことを示しています。


Connecting to the database server...OK
Retrieving schema data from database server...OK
Binding local schema components with retrieved data...OK

Successfully Done.



ヒント:

「RCUデータ」オプションの詳細は、リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のサービス表スキーマの理解に関する項を参照してください。

この画面のその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のデータ・ソース・デフォルトに関する項を参照してください











3.2.2.7 JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定


「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面を使用して、データベース・スキーマの詳細を確認または指定します。


「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面に示される値が、すべてのスキーマに対して適切であることを確認します。前の画面で「RCUデータ」を選択した場合、スキーマ表はすでに適切に移入されている必要があります。


ヒント:

Oracle RACデータベースのデータ・ソースを高可用性環境で構成するには、『高可用性ガイド』の次のトピックを参照してください。

	
「Oracle RACを使用したGridLinkデータ・ソースの構成」


	
「マルチ・データ・ソースの構成」




この画面に示されるその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のJDBCコンポーネント・スキーマに関する項を参照してください。











3.2.2.8 JDBC接続のテスト


「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用して、構成したデータソース接続をテストします。


「ステータス」列に示される緑色のチェック・マークは、テストが成功したことを表します。問題が発生した場合は、この画面の「接続結果ログ」セクションに示されるエラー・メッセージを確認し、問題を修正してから接続テストを再試行してください。


ヒント:

この画面に示されるその他のオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のコンポーネント・スキーマのテストに関する項を参照してください。











3.2.2.9 拡張構成の選択


「拡張構成」画面を使用して、ドメイン構成を完了します。


ドメイン構成を完了するには、次のオプションを選択します。





	
管理サーバー


	
ノード・マネージャ


	
トポロジ

管理対象サーバーとクラスタを構成し、マシンを構成して管理対象サーバーをマシンにターゲット設定するために必要です。


ヒント:

動的クラスタを構成するには、次を参照してください。

	
『Oracle WebLogic Serverの理解』の動的クラスタの概要に関する項。


	
『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』の動的クラスタの作成に関する項。









次を選択する必要はありません。

	
ドメイン・フロントエンド・ホストのキャプチャ


	
デプロイメントとサービス


	
JMSファイル・ストア












3.2.2.10 管理サーバーのリスニング・アドレスの構成


「管理サーバー」画面を使用して、ホストのIPアドレスを選択します。


「リスニング・アドレス」の隣にあるドロップダウン・リストを選択し、管理サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択します。「すべてのローカル・アドレス」を使用しないでください。









3.2.2.11 ノード・マネージャの構成


「ノード・マネージャ」画面を使用して、構成するノード・マネージャのタイプおよびノード・マネージャ資格証明を選択します。


「ノード・マネージャ・タイプ」に「ドメインごとのデフォルトの場所」を選択し、ノード・マネージャ資格証明を指定します。


ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のノード・マネージャに関する項を参照してください。

ノード・マネージャのタイプの詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のノード・マネージャの概要に関する項を参照してください。











3.2.2.12 管理対象サーバーの構成


この画面で、管理対象サーバーを作成します。


新しい管理対象サーバーを2つ作成するには、次のようにします。




	「追加」ボタンをクリックして、1台の管理対象サーバーを新規作成します。
	「サーバー名」列でinfra_server_1を指定します。

インストールおよび構成の手順では、管理対象サーバーのinfra_server_#を使用します。異なる名前を使用している場合は、それらをinfra_server_#に置き換えてください。




	「リスニング・アドレス」ドロップダウン・リストで、管理対象サーバーを配置するホストのIPアドレスを選択します。「すべてのローカル・アドレス」は使用しないでください。
	「サーバー・グループ」ドロップダウン・リストで、JRF-MAN-SVRおよびWSMPM-MAN-SVRを選択します。これらのサーバー・グループによって、Oracle JRFとOracle Web Services Manager (OWSM)のサービスが、作成中の管理対象サーバーにターゲット設定されます。

サーバー・グループの詳細は、「サーバー・グループについて」を参照してください。




	この手順をもう1度実行して、infra_server_2という2つ目の管理対象サーバーを作成します。

2番目の管理対象サーバーを構成して、高可用性の標準トポロジを構成する必要があります。高可用性環境を作成しない場合、この手順は任意です。

高可用性の標準トポロジの詳細は、『高可用性ガイド』のFusion Middleware標準HAトポロジの理解に関する項を参照してください。

ドメイン構成後に高可用性の準備をするための次の手順の詳細は、「高可用性の構成タスク」を参照してください。








ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の管理対象サーバーに関する項を参照してください。











3.2.2.13 クラスタの構成



新しいクラスタを作成するには、次のようにします。




	「追加」ボタンをクリックします。
	「クラスタ名」フィールドにinfra_cluster_1を入力します。
	「クラスタ・アドレス」フィールドは、空白のままにしておきます。



[image: GUID-555BF394-68B5-4659-A5AE-51C1EEB7CF51-default.gifの説明が続きます]



デフォルトでは、クラスタ内のサーバー・インスタンスは、ユニキャストを使用して相互に通信します。クラスタ通信を変更してマルチキャストを使用する場合は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のユニキャストまたはマルチキャストの選択についての考慮事項に関する項を参照してください。

Fusion Middleware Controlを使用して新しいクラスタを作成し、クラスタの作成手順の中でクラスタ通信(ユニキャストまたはマルチキャスト)を構成できます。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのクラスタの作成と構成に関する項を参照してください


ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のクラスタに関する項を参照してください。











3.2.2.14 クラスタへの管理対象サーバーの関連付け



infra_server_1およびinfra_server_2を新規クラスタinfra_cluster_1に割り当てるには、「サーバーのクラスタへの割当」画面を使用します。




	「クラスタ」ペインで、サーバーを割り当てるクラスタ(ここではinfra_cluster_1)を選択します。
	「サーバー」ペインで、次のいずれかの手順を使用してinfra_server_1をinfra_cluster_1に割り当てます。

	
infra_server_1を1回クリックして選択し、右矢印をクリックして、「クラスタ」ペインの選択したクラスタの下(infra_cluster_1)に移動します。


	
infra_server_1をダブルクリックして、「クラスタ」ペインの選択したクラスタ(infra_cluster_1)の下に移動します。







	もう1度繰り返して、infra_server_2をinfra_cluster_1に割り当てます。



[image: GUID-A7F18818-8987-4216-BF21-58DC6F5BB8C9-default.gifの説明が続きます]




ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のサーバーのクラスタへの割当に関する項を参照してください。











3.2.2.15 Coherenceクラスタの構成



「Coherenceクラスタ」画面で、ドメインに自動的に追加されるCoherenceクラスタを構成します。Coherenceクラスタのリスニング・ポートとして、デフォルトのポート番号の0をそのまま使用します。


注意:

ユニキャストのリスニング・ポートを0に設定すると、管理対象サーバーの各ポート番号にオフセットが作成されます。このオフセットは5000です。つまり、管理対象サーバーのポート番号として割当て可能な最大許容値は、65535ではなく60535になります。



Coherenceの構成方法の詳細と、この後の手順は、表4-2を参照してください。Coherenceのライセンス情報については、のOracle Coherenceに関する項を参照してください。









3.2.2.16 新しいマシンの作成


「マシン」画面を使用して、ドメインに新しいマシンを作成します。次の画面で、このマシンにサーバーを割り当てます。



ヒント:

高可用性環境を作成する予定があり、ターゲット・トポロジで必要なマシンのリストを把握している場合、この項の指示に従って、すべてのマシンをこの時点で作成できます。詳細は、『高可用性ガイド』のオプションのスケール・アウト手順に関する項を参照してください。



ドメイン内に新しいマシンを作成するには、次のようにします。




	「追加」ボタンをクリックして新しいマシンを作成します。
	「名前」フィールドでinfra_machine_1を指定します。
	「ノード・マネージャ・リスニング・アドレス」フィールドで、管理対象サーバーを構成するマシンのIPアドレスを選択します。"localhost"ではなく、固有のインタフェースを指定すると、Coherenceクラスタが動的に計算できます。
	「ノード・マネージャ・リスニング・ポート」フィールドのポート番号を確認します。

手順内の例では、ポート番号、5556を使用する場合があります。必要に応じて、このポート番号を独自のポート番号で置換する必要があります。








注意:

既存のドメインを拡張する場合は、既存のマシンにサーバーを割り当てることもできます。特に必要がないかぎり、新しくマシンを作成する必要はありません。




ヒント:

これらのオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のマシンに関する項を参照してください。











3.2.2.17 サーバーのマシンへの割当て


この画面で、先ほど作成したマシンにドメイン・サーバーを割り当てます。


管理サーバーと管理対象サーバーを新しいマシンに割り当てるには、次のようにします。




	「マシン」ペインで、サーバーを割り当てるマシン(ここではinfra_machine_1)を選択します。
	「サーバー」ペインで、次のいずれかの手順を使用してAdminServerをinfra_machine_1に割り当てます。

	
AdminServerを1回クリックして選択し、右矢印をクリックして、「マシン」ペインの選択したマシンの下(infra_machine_1)に移動します。


	
AdminServerをダブルクリックして、「マシン」ペインの選択したマシン(infra_machine_1)の下に移動します。







	もう1度繰り返して、infra_server_1とinfra_server_2の両方をinfra_machine_1に割り当てます。「次へ」をクリックします。



[image: GUID-398839C7-B104-4A6C-A8A6-C06B4D6B317A-default.gifの説明が続きます]




ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のサーバーのマシンへの割当てに関する項を参照してください。










3.2.2.18 仮想ターゲット


WebLogic Server Multitenant (MT)環境がある場合は、「仮想ターゲット」画面を使用して、仮想ターゲットを追加または削除します。このインストール(WebLogic Server MT環境ではない)では、値を入力せずに、単に「次」を選択します。

仮想ターゲットの詳細は、構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成のパーティションへの仮想ターゲットの割当を参照してください。






3.2.2.19 パーティション


「パーティション」画面を使用して、WebLogic Server Multitenant (MT)環境の仮想ターゲットのパーティションを構成します。オプションを選択せずに、「次」を選択します。

「パーティション」画面の詳細は、構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成のパーティションを参照してください。







3.2.2.20 構成の確認とドメインの構成


「構成サマリー」画面には、これから作成するドメインの構成情報の詳細が示されます。アイテムを確認し、正しいかどうか確認します。


変更が必要な場合は、「戻る」ボタンを使用するか、ナビゲーション・ペインで画面を選択することで、任意の画面に戻れます。

ドメイン作成は、「作成」をクリックするまでは開始されません。


ヒント:

この画面に示されるオプションの詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の構成サマリーに関する項を参照してください。











3.2.2.21 ドメイン名と管理サーバーURLの記録


「構成に成功しました」画面に、構成したばかりのドメインに関する情報が表示されます。


	
ドメインの場所


	
管理サーバーURL




[image: GUID-57C28845-40E7-4794-91DD-98770866E69D-default.pngの説明が続きます]



後で使用するため、両方の項目を記録しておく必要があります。ノード・マネージャおよび管理サーバーを起動するスクリプトにアクセスするには、「ドメインの場所」が必要です。管理サーバーにアクセスするには、「管理サーバーURL」が必要です。

「終了」をクリックして、構成ウィザードを閉じます。











3.2.3 サーバー・グループについて


サーバー・グループは、定義されたアプリケーション・サービス・グループをそれぞれに定義されたサーバー・グループにマッピングすることで、Fusion Middlewareアプリケーションおよびサービスを1つ以上のサーバーにターゲット設定します。

アプリケーションのサービスをサーバー・グループにマップすると、そのグループに割り当てられたすべてのサーバーが自動的にターゲットに設定されます。詳細は、『ドメイン・テンプレート・リファレンス』のアプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピングに関する項を参照してください。


注意:

WSM-CACHE-SVRサーバー・グループは、Oracle Web ServicesのNonceキャッシュを自動的に構成し、ほとんどのアプリケーションに適しています。Nonceは、SOAPリクエストで1回のみ使用できる一意の番号で、リプレイ攻撃を防止します。Nonceキャッシュは、Webサービス・アプリケーションを実行する管理対象サーバーの追加された台数に合せて変化します。

高度なキャッシュ構成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のOracle CoherenceによるNonceのキャッシュに関する項を参照してください。











3.3 サーバーの起動


構成が完了したら、次の手順を実行して、ドメインを管理するツールにアクセスします。


注意:

ドメイン管理に使用するツールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware管理ツールの概要に関する項を参照してください。






	ノード・マネージャの起動

構成が完了したら、次の手順を実行して、ノード・マネージャを起動します。
	管理サーバーの起動

構成を終了した後、管理サーバーを起動して、ドメインを管理する必要があります。
	管理対象サーバーの起動

Oracle Fusion Middleware Controlから管理対象サーバーを起動します。






3.3.1 ノード・マネージャの起動


構成が完了したら、次の手順を実行して、ノード・マネージャを起動します。


ドメインごとのノード・マネージャを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。

UNIXオペレーティング・システムでは、次に示すようにnohupとnm.outをサンプル出力ファイルとして使用します。


nohup ./startNodeManager.sh > nm.out&


Windowsオペレーティング・システムの場合は、次のコマンドを実行します。


startNodeManager.cmd


Windowsオペレーティング・システムでは、ノード・マネージャをスタートアップ・サービスとして、ノード・マネージャを構成することをお薦めします。これによって、システムが再起動されるたびにノード・マネージャが自動的に起動します。詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』の起動サービスとしてのノード・マネージャの実行に関する項を参照してください。

ノード・マネージャの追加の構成オプションの詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』を参照してください。









3.3.2 管理サーバーの起動


構成を終了した後、管理サーバーを起動して、ドメインを管理する必要があります。


管理サーバーを起動するには、次の手順を実行します。

UNIXオペレーティング・システムでは、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。


./startWebLogic.sh


Windowsオペレーティング・システムの場合は、次のコマンドを実行します。


startWebLogic.cmd


「本番モード」を「ドメイン・モードとJDKの指定」の「ドメイン・モードおよびJDK」画面で選択した場合、管理者のユーザー・ログインの資格証明を求められます。「管理者アカウントの構成」の「管理者アカウント」画面で、これらを指定しています。


ヒント:

管理サーバーの起動の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』で管理サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。

本番モードでは、起動アイデンティティ・ファイルを作成して、管理サーバーの起動時に必要な資格証明の入力を省略できます。『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の管理サーバーの起動IDファイルの作成に関する項を参照してください。



管理サーバーが起動されて稼働中であることを確認するには、管理サーバー・コンソールを開いてください。URLは、「ドメイン名と管理サーバーURLの記録」の「構成に成功しました」画面に表示されたものです。


注意:

製品スキーマをホストしているデータベースが稼働中であり、管理サーバーからアクセスできることを確認してください。




http://administration_server_host:administration_server_port/console


デフォルトの管理サーバーのポート番号は7001です。

[image: GUID-B45FD067-EE4A-4A6D-A729-D38E904145BD-default.gifの説明が続きます]



管理コンソールの使用方法については、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle WebLogic Server管理コンソールの使用のスタート・ガイドに関する項を参照してください。









3.3.3 管理対象サーバーの起動


Oracle Fusion Middleware Controlから管理対象サーバーを起動します。


管理サーバーを起動するには、次のようにします。




	Oracle Fusion Middleware Controlにログインします。


http://administration_server_host:administration_server_port/em


管理サーバーのホストおよびポート番号は、「構成に成功しました」画面(「ドメイン名と管理サーバーURLの記録」)のURLに表示されたものです。デフォルトの管理サーバーのポート番号は7001です。

ログイン資格証明は、「管理者アカウント」画面(カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択)で指定しています。




	「ターゲット・ナビゲーション」ペインから、矢印をクリックして管理対象サーバー(infra_server_1およびinfra_server_2)までドメインを展開します。

[image: GUID-3CBE73D9-2B2E-42D9-84CB-092CAE14C530-default.gifの説明が続きます]





	1つ目の管理対象サーバー(infra_server_1)を選択します。
	「WebLogic Server」メニューの横にある「起動」を選択します。
	手順3と手順4をもう1度繰り返してinfra_server_2を起動します。
	「ターゲット・ナビゲーション」ページでドメイン名を選択し、すべてのサーバーが起動して稼働中であることを確認します。

[image: GUID-264E4600-CBB3-47E9-B02C-90013E991D47-default.pngの説明が続きます]









ヒント:

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用したOracle Fusion Middlewareの管理の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle Fusion Middlewareの管理』を参照してください。













3.4 構成の確認


ドメインが正しく構成されたことを確認することをお薦めします。


構成を確認するには、新規ドメインに対する基本的な管理タスクを参照してください。この項で説明するタスクをよく理解して、実行してください。












4 インフラストラクチャ・ドメイン構成後の次の手順


このトピックでは、新規に作成したOracle Fusion Middleware Infrastructureドメインで実行する必要がある共通のタスクについて説明します。

この項には次のトピックが含まれます:




	新規ドメインに対する基本的な管理タスク

新しく作成したドメインに対して実行できる、一連の共通の管理タスクがあります。
	新規ドメインに対するその他のドメイン構成タスク

次の表に、新しく作成したドメインに対して実行できる、追加の管理タスクを示します。
	高可用性の構成タスク

ご使用の標準的なインストール環境を可用性が高まるようにスケールアウトする場合に、実行するタスクの一覧が示されています。






4.1 新規ドメインに対する基本的な管理タスク


新しく作成したドメインに対して実行できる、一連の共通の管理タスクがあります。




表4-1 新しいドメインの基本的な管理タスク

	タスク	説明	詳細
	
Fusion Middleware管理ツールについての学習

	
環境の管理に使用できる各種ツールについて理解します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware管理ツールの概要に関する項。


	
製品およびサーバーの起動と停止

	
Oracle Fusion Middleware(管理サーバー、管理対象サーバー、コンポーネントを含む)起動と停止の方法について学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項。


	
Secure Sockets Layer (SSL)の構成

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネント間のSSLを使用したセキュアな通信の設定方法について学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion MiddlewareでのSSL構成に関する項。


	
Oracle Fusion Middlewareのモニタリング

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのステータスを追跡する方法を学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの監視に関する項。


	
バックアップとリカバリの手順の理解

	
Oracle Fusion Middlewareのバックアップとリカバリの推奨手順について学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のバックアップとリカバリの概要に関する項。













4.2 新規ドメインに対するその他のドメイン構成タスク


次の表に、新しく作成したドメインに対して実行できる、追加の管理タスクを示します。




表4-2 追加のドメイン構成タスク

	タスク	説明	詳細
	
アプリケーションのデプロイ

	
アプリケーションをOracle Fusion Middlewareにデプロイする方法を学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のアプリケーションのデプロイに関する項。


	
ドメインへのWeb層のフロントエンドの追加

	
OracleのWeb層でWebページ(静的と動的)をホストし、組込みのクラスタ、ロード・バランシングおよびフェイルオーバーの機能とともにセキュリティと高パフォーマンスを実現します。特にWeb層にはOracle HTTP Serverが含まれます。

	
『Oracle HTTP Serverのインストールと構成』のOracle HTTP ServerをWebLogic Serverドメインにインストールして構成する手順に従います。

また、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の同じドメインへの複数製品のインストールに関する項の重要な情報も参照してください。


	
トポロジに対するCoherenceのチューニングと構成

	
標準インストール・トポロジには、記憶域が有効な管理対象Coherenceサーバーが含まれるCoherenceクラスタがあります。この構成はCoherenceの使用には適切な出発点ですが、特定の要件によっては、本番環境でのパフォーマンスを向上させるためにCoherenceをチューニングして再構成することを検討してください。

	
Coherenceクラスタの詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のCoherenceクラスタの構成および管理に関する項を参照してください。

Coherenceのチューニングの詳細は、『Oracle Coherenceの管理』を参照してください。

CoherenceにおけるHTTPセッション・データの格納の詳細は、『Oracle Coherence*WebでのHTTPセッション・マネージメントの管理』のWebLogicサーバーでのCoherence*Webの使用に関する項を参照してください。

Coherenceアプリケーションの作成とデプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Server Oracle Coherenceアプリケーションの開発 』を参照してください。













4.3 高可用性の構成タスク


ご使用の標準的なインストール環境を可用性が高まるようにスケールアウトする場合に、実行するタスクの一覧が示されています。




表4-3 高可用性向けの環境の準備に必要なタスク

	タスク	説明	詳細
	
ノード・マネージャの構成

	
ノード・マネージャを使用して、リモート位置から管理サーバー・インスタンスと管理対象サーバー・インスタンスを起動、シャットダウンおよび再起動できます。ノード・マネージャは、高可用性の環境のための主要なユーティリティです。

	
Oracle WebLogic Server ノード・マネージャの管理


	
複数のホスト・コンピュータへのスケール・アウト

	
高可用性を有効にするには、他のホストコンピュータへのフェイルオーバーの機能を実現することが重要です。あるコンピュータが停止しても、環境はデプロイ済アプリケーションのコンシューマに、サービス提供を続けることができます。

	
『高可用性ガイド』のトポロジのスケール・アウト(マシン・スケールアウト)に関する項。


	
Web層コンポーネントの高可用性の構成

	
Web層フロントエンドを追加した場合は、WebLogic Serverソフトウェアと同様にWeb層を高可用性構成にする必要があります。

	
『高可用性ガイド』のWeb層コンポーネントの高可用性の構成に関する項。


	
フロントエンドのロード・バランサの設定

	
ロード・バランサを使用して、リクエストを複数のサーバーでより均等に分散できます。

	
『高可用性ガイド』の高可用性環境におけるサーバーのロード・バランシングに関する項とロード・バランサの構成に関する項。
















5 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストール


この項では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストールまたは再インストールの方法について説明します。この項で説明する手順を常に使用して、ソフトウェアを削除し、それが適切にアンインストールされたことを確認します。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する場合があります。

この項には次のトピックが含まれます:




	製品のアンインストールのロードマップ

Oracle Fusion Middlewareアンインストーラにより、起動元のOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアが削除されます。
	ソフトウェアの再インストールについて

アンインストールの手順に従いソフトウェアをアンインストールし、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除した場合のみ、同じOracleホームに以前のインストールとしてソフトウェアを再インストールできます。






5.1 製品のアンインストールのロードマップ


Oracle Fusion Middlewareアンインストーラにより、起動元のOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアが削除されます。

次の表は、手順を要約し、サポートするドキュメントへのリンクを示しています。




表5-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureアンインストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
Oracle Fusion Middlewareの停止。

	
アンインストーラを実行する前に、ドメイン内のすべてのサーバーおよびプロセスを停止することをお薦めします。

	
「Oracle Fusion Middlewareの停止」を参照。


	
データベース・スキーマを削除します。

	
Repository Creation Utilityを実行してデータベース・スキーマを削除します。

	
「データベース・スキーマの削除」を参照。


	
ソフトウェアを削除します。

	
製品のアンインストーラを実行し、Oracle Fusion Middleware Infrastructureを削除します。

	
「ソフトウェアのアンインストール」を参照。


	
Oracleホーム・ディレクトリの削除。

	
アンインストーラでは、すべてのファイルとフォルダがOracleホーム・ディレクトリから削除されません。アンインストーラが終了した後、手動でOracleホームを削除して、製品の削除を完了させる必要があります。

	
「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」を参照。


	
Windowsオペレーティング・システムからプログラム・ショートカットを削除します。

	
アンインストーラでは、Windowsオペレーティング・システムからプログラム・ショートカットは削除されません。

	
「Windowsオペレーティング・システム上のプログラム・ショートカットの削除」を参照。


	
ドメインとアプリケーション・データを削除します。

	
アンインストーラでは、ドメイン・ホームやアプリケーション・ホームのディレクトリにあるデータがOracleホーム内にあっても削除されません。必要に応じて、これらのディレクトリを手動で削除する必要があります。

	
「ドメインとアプリケーション・データの削除」を参照。










	Oracle Fusion Middlewareの停止

アンインストーラを実行する前に、削除対象のOracleホームと関連付けられたすべてのサーバーおよびプロセスをすべて停止することをお薦めします。
	データベース・スキーマの削除

Oracleホームを削除する前に、ドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除するために、リポジトリ作成ユーティリティを実行することをお薦めします。
	ソフトウェアのアンインストール

アンインストーラを使用するか、サイレント・インストールを実行できます。
	Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

アンインストーラが終了した後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリと既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。
	Windowsオペレーティング・システム上のプログラム・ショートカットの削除

Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラムのショートカットも手動で削除する必要があります(アンインストーラでは削除されません)。
	ドメインとアプリケーション・データの削除

今後、ドメインおよびアプリケーション・ファイルを使用しない場合、それらを削除できます。






5.1.1 Oracle Fusion Middlewareの停止


アンインストーラ実行前に、削除対象のOracleホームに関連付けられたすべてのサーバーとプロセスを停止することをお薦めします。


詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理でOracle Fusion Middleware環境の停止に関する項を参照してください。









5.1.2 データベース・スキーマの削除


Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティを実行して、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除することをお薦めします。


各ドメインにはカスタム接頭辞によって一意に識別される独自のスキーマ・セットがあります(『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のカスタム接頭辞の理解に関する項を参照してください)。これらのスキーマを他のドメインと共有することはできません(『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマの作成計画に関する項を参照してください)。

データベースに複数のスキーマ・セットがある場合は、削除するドメインに関連付けられたスキーマ接頭辞を指定します。

スキーマの削除手順は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマの削除に関する項を参照してください。









5.1.3 ソフトウェアのアンインストール


アンインストーラを使用するか、サイレント・インストールを実行できます。

サイレント(コマンド行)アンインストールを実行する場合、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』でサイレント・アンインストールのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。




	アンインストール・プログラムの起動

アンインストール・プログラムを起動する方法は、使用するオペレーティング・システム(WindowsまたはUNIX)により異なります。
	アンインストールする配布

インストーラは、このプログラムが起動されるOracleホームで複数のディストリビューションが検出された場合にのみ「アンインストールする配布」画面を表示します。
	アンインストール画面のナビゲート

アンインストール・プログラムでは、次の表に記載された順番で一連の画面が表示されます。






5.1.3.1 アンインストール・プログラムの起動


アンインストール・プログラムを起動するメソッドは、使用するオペレーティング・システム(WindowsまたはUNIX)により異なります。


UNIXオペレーティング・システムでは、ORACLE_HOME/oui/binディレクトリに移動し、コマンド./deinstall.shを入力します

Windowsオペレーティング・システムでは、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用して、ORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動し、deinstall.cmdをダブルクリックします。








5.1.3.2 アンインストールする配布


インストーラは、このプログラムが起動されるOracleホームで複数のディストリビューションが検出された場合にのみ「アンインストールする配布」画面を表示します。


[image: GUID-0E057121-B4E1-4991-8E81-5C1E661E1317-default.pngの説明が続きます]



ドロップダウン・リストからアンインストールするディストリビューションを選択し、「アンインストール」をクリックします。

ドロップダウン・リストの下には選択したディストリビューションの内容が表示され、正しいディストリビューションの削除を選択していることを確認できます。









5.1.3.3 アンインストール画面のナビゲート


アンインストール・プログラムでは、次の表に記載された順番で一連の画面が表示されます。


いずれかのアンインストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面名をクリックしてください。




表5-2 アンインストール画面と説明

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品アンインストーラが開始します。


	
アンインストール・サマリー

	
アンインストールされるOracleホーム・ディレクトリとその内容を示しています。このディレクトリが正しいことを確認します。

「アンインストール」 をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	
アンインストールの進行状況

	
アンインストールの進行状況が表示されます。


	
アンインストール完了

	
アンインストールが完了すると表示されます。この画面の情報を確認し、「終了」をクリックして、アンインストーラを終了してください。

















5.1.4 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除


アンインストールの完了後に、Oracleホーム・ディレクトリと、アンインストーラによって削除されなかった既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。


たとえば、UNIXオペレーティング・システムの場合でご使用のOracleホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Products/Oracle_Homeの場合の例は、次となります。


cd /home/Oracle/Products
rm -rf Oracle_Home


Windowsオペレーティング・システムで、Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Products\Oracle_Homeの場合、ファイル・マネージャのウィンドウを使用してC:\Oracle\Productsディレクトリにナビゲートし、Oracle_Homeフォルダを右クリックしてから「削除」をクリックします。









5.1.5 Windowsオペレーティング・システム上のプログラム・ショートカットの削除


Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラム・ショートカットを手動で削除する必要があります(アンインストーラでは、削除されません)。


C:\Program Data\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Oracle\Oracle Home\Productディレクトリに移動します。Oracleホームにインストールされている製品が1つのみの場合は、Oracle Homeディレクトリを削除してもかまいません。Oracleホームに複数の製品がインストールされている場合は、Oracle Homeを削除する前に、すべての製品を削除する必要があります。









5.1.6 ドメインとアプリケーション・データの削除


今後、ドメインおよびアプリケーション・ファイルを使用しない場合、それらを削除できます。


ドメインとアプリケーション・データを削除するには、次の手順を実行します。




	ドメイン・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

たとえば、ドメイン・ホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システムで/home/Oracle/config/domains/infra_domainの場合:


cd /home/Oracle/config/domains
rm -rf infra_domain


Windowsオペレーティング・システムで、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\domains\infra_domainの場合、ファイル・マネージャのウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\domainsディレクトリにナビゲートし、infra_domainフォルダを右クリックしてから「削除」をクリックします。




	アプリケーション・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

たとえば、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システムで/home/Oracle/config/applications/infra_domainの場合:


cd /home/Oracle/config/applications
rm -rf infra_domain


Windowsオペレーティング・システムで、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\applications\infra_domainの場合、ファイル・マネージャのウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\applicationsディレクトリにナビゲートし、infra_domainフォルダを右クリックしてから「削除」をクリックします。




	Oracleホームにdomain_registry.xmlファイルをバックアップしてから、ファイルを編集し、削除しようとするドメインに関連する行を削除します。たとえば、infra_domainを削除するには、次の行を見つけて削除します。


<domain location="/home/Oracle/config/domains/infra_domain"/>


完了したらファイルを保存して終了します。














5.2 ソフトウェアの再インストールについて


アンインストールの手順に従いソフトウェアをアンインストールし、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除した場合のみ、同じOracleホームに以前のインストールとしてソフトウェアを再インストールできます。

再インストールするときに、前回のインストールと同じOracleホームを指定できます。

Oracleホームが空ではない場合、次の事項を考慮します。




	シナリオ: 同じ機能セットがある既存のOracleホームへのインストール

インストール中に指定したOracleホームに、これからインストールしようとしているものと同じソフトウェアがすでに含まれていることが、インストーラによって警告されます。
	シナリオ: 既存の空でないOracleホームへのインストール

ドメイン・ホームやアプリケーション・ホームを既存のOracleホーム内部で作成することを選択したと仮定します。






5.2.1 シナリオ: 同じ機能セットがある既存のOracleホームへのインストール


インストール中に指定したOracleホームに、これからインストールしようとしているものと同じソフトウェアがすでに含まれていることが、インストーラによって警告されます。


次のオプションから選択します。





	
別のインストール・タイプを選択します。この場合、Oracleホーム・ディレクトリ内にまだ存在していない機能セットのみがインストールされます。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。












5.2.2 シナリオ: 既存の空でないOracleホームへのインストール


たとえば、ドメイン・ホームまたはアプリケーション・ホームを既存のOracleホーム内に作成するとします。


アンインストールのプロセスでこのデータは削除されないため、同じOracleホームに再インストールしようとしてもインストーラによって許可されません。

次のオプションから選択します。





	
この項の説明に従いOracleホームからソフトウェアをアンインストールし、次にOracleホーム・ディレクトリを削除します。これが完了すると、「Infrastructureソフトウェアのインストール」の手順に従い同じOracleホームの場所に再インストールし、再び使用できるようになります。Oracleホームにあったドメイン・データやアプリケーション・データを、再作成する必要があります。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。

















A Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布の理解


このトピックでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布に含まれる製品と機能セットについて説明します。詳細は次の表を参照してください。




表A-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの製品と機能

	製品	機能セット	説明
	
コア・サーバー

	
コア・アプリケーション・サーバー

	
Java EE 6 (Java Enterprise Edition 6)テクノロジ、Webサービスなど、最新のインターネット標準に準拠したフル機能アプリケーション・サーバーです。信頼性の高いフレームワークを提供し、可用性とスケーラビリティに優れた安全なアプリケーションとサービスの構築を可能にします。WebLogic Serverランタイム本体を構成するすべてのコンポーネントが含まれており、Java EE 6が完全にサポートされます。

管理コンソール、Web Serverプラグイン、Beehiveランタイム・フレームワーク、JDBCドライバなどの管理ツールとアドオン・テクノロジは、この機能には含まれません。


	
Coherence製品ファイル

	
Coherenceは、信頼のおけるスケーラビリティの高いピア・ツー・ピアのクラスタリング・プロトコル上で、複製および配布した(パーティション化した)データの管理とキャッシュ・サービスを行います。Coherenceでは単一点障害がなく、サーバーが正常に動作しなくなったときやネットワークから切断されたときには、クラスタ・データの管理サービスを自動的かつ透過的にフェイルオーバーして再配布します。新しいサーバーが追加されたとき、または障害が発生したサーバーを再起動するときは、クラスタを自動的に接続し、Coherenceがサービスをフェイルバックして、そのクラスタの負荷を透過的に再分配します。Coherenceには、サーバーが自動回復できるよう、ネットワークレベルでのフォルト・トレランス機能と透過的なソフト再起動機能も搭載されています。

Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。


	
Web 2.0 HTTP Pub-Subサーバー

	
Webベースのクライアントで、HTTPによる非同期のメッセージの送受信に使用するチャネル・ベースのパブリッシュ/サブスクライブ・メカニズムです。Webクライアントは、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーを使用することで、チャネルをサブスクライブし、そのチャネルにメッセージをパブリッシュできます(Bayeuxでは宛先をチャネルと表現します)。開発を行う場合は、Serverサンプル製品コンポーネントを選択してpub-subサンプルをインストールすることをお薦めします。

このコンポーネントをインストールしない場合は、Web 2.0 HTTPパブリッシュ/サブスクライブ機能を利用できません。

詳細は、『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のHTTP Publish-Subscribeサーバーの使用に関する項を参照してください。


	
WebLogic SCA

	
サービスの公開および参照の起動のためのSCAセマンティクスを使用するJavaアプリケーション用のSpringコンテナです。コンテナは、WebLogic Serverにオプション・ライブラリとして含まれています。


	
WebLogicクライアントJar

	
これらは、クライアント側WebLogicアプリケーションです。


	
Oracle WebLogic Communication Services

	
Oracle WebLogic Communication Services (OWLCS)は、通信サービスをエンタープライズ・サービスおよびアプリケーションに統合するためのプラットフォームです。


	
管理ツール

	
管理コンソールの追加言語ヘルプ・ファイル

	
WebLogicドメインの構成、管理、モニタリングに使用するWebLogic Server Webアプリケーションです。

管理コンソールをインストールしない場合は、管理サーバーの起動時にコンソールを使用することができません。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』の管理コンソールに関する説明を参照してください。


	
CIE WLS構成

	
Oracle Fusion Middleware構成ウィザードで使用するファイルを提供します。


	
Enterprise Manager

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、Webブラウザ・ベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースで、ドメインをモニターおよび管理するために使用できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』の「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用の概要」を参照してください。


	
データベースのサポート

	
サード・パーティJDBCドライバ

	
WebLogic Serverに付属する他のJDBCドライバを使用すると、WebLogic Server環境を外部データベースに接続することができます。

この機能の詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』のWebLogic ServerでのJDBCドライバの使用に関する項を参照してください。


	
WebLogic評価版データベース

	
評価版データベースをORACLE_HOME/wlserver/common/derbyディレクトリにインストールします。これはサーバーの例で使用します。

「Fusion Middlewareインフラストラクチャおよび例」インストール・タイプを選択しない場合でも、この評価データベースはインストールされています。


	
オープン・ソース・コンポーネント

	
サード・パーティJackson

	
JavaScript Object Notation (JSON)データ形式を処理するためのサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。


	
サード・パーティJersey

	
Representational State Transfer (REST)アーキテクチャの公式実装を示すサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。

詳細は、次を参照してください。


	
サード・パーティMaven Apache

	
Mavenはビルド管理ツールで、コンパイル、パッケージ化およびアーティファクト管理などのプロジェクト・ビルド作業の中心になります。

詳細は、継続的インテグレーション使用によるアプリケーションの開発を参照してください。


	
例

	
サンプル・サーバー

	
サーバーの例は、WebLogic Serverの主要機能をデモするサンプル・アプリケーションです。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションとコード例に関する項を参照してください。


	
Coherenceサンプル

	
Coherenceサンプルでは、すべてのサポート対象言語(Java、.NETおよびC++)でCoherenceの機能を使用する方法をデモします。サンプルには、1つまたは複数の機能の使用方法を示すコードが体系的にまとめられており、すべてのサンプルをビルドして実行する1つの共通の方法(言語別)が提供されています。サンプルのソース・コードも含まれています。

注意: Server ExamplesとCoherence Examplesは、どちらも「Fusion Middlewareインフラストラクチャおよび例」インストール・タイプを選択した場合にのみインストールされます。


	
JRFとEnterprise Manager

	
FMW用のWLS

	
このコンポーネントをインストールすると、指定したOracleホームにoracle_commonディレクトリが作成されます。このディレクトリには次のものが含まれます。

	
リポジトリ作成ユーティリティ

場所: ORACLE_HOME/oracle_common/bin

Fusion Middleware製品のデータベース・スキーマを作成するために使用するツールです。詳細は『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』を参照してください。


	
構成ウィザード

場所: ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin

構成ウィザードは、ターゲット環境向けのドメイン作成と、含める構成オプションを選択するためのプロセス全体を管理します。このドメインと作成したサーバーを管理するために、管理コンソールまたはFusion Middleware Controlを使用します。

注意: WebLogic Scripting Tool (WLST)は構成ウィザードに依存します。WLSTは、このコンポーネントをインストール用に選択する場合にのみ使用できます。

構成ウィザードの詳細は、構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成を参照してください。


	
アップグレード・アシスタント

場所: ORACLE_HOME/oracle_common/upgrade/bin

アップグレード・アシスタントは、以前のWebLogic Serverリリースのドメイン構成を現在のリリースに変換します。アップグレード・ツールの詳細は、『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』を参照してください。


	
Oracle Application Development Framework(ADF)

エンタープライズ・アプリケーションを構築するためのJavaフレームワークであり、ビジュアルで宣言的な方法でJava EE開発を行えます。





	
Oracle Automatic Diagnostic Repository機能セット・グループ

	
OPatch

	
OPatchユーティリティは、Oracle製品に対する個別パッチの適用またはロールバックを可能にするツールです。


	
Toplinkデベロッパ

	
Oracle TopLinkを使用して、永久性のあるオブジェクト指向のデータをリレーショナル・データベースに格納する高性能アプリケーションを構築できます。オブジェクト指向のデータはリレーショナル・データかXML (Extensible Markup Language)エレメントに変換されます。













オラクルの法律上の注意点について

コピーライトについて
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ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責
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保証免責
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制限付権利について
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危険な用途への使用について
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商標と登録商標について
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第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項
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アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス
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